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知
ら
せ
コ
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⑧

　　一村内施設めぐりを実施一

　4月10日から婦人週間が行われましたが、

村では婦人を対象にした村内の「施設めぐり」

を実施いたしました。

　村の施設をはじめ、老人ホーム、工場等を

見学し、参加者皆さんが江南村にもこんな立

派な施設があるのかと感心し，て見入っており

ました。写真は、浄水場で説明を聞く参加者。

　　　　　（内容は5ページに）

＜村勢＞総人ロ…8，927（男4，404女4，523）　世帯…2，062面積…22．34平方キロ　　　（4月1日現在）



広報こうなん（2昭和53年5月1日

▼▼▼▼▼▼▼
：
：
昭
和
五
十
三
年
度
の
予
算
な
ど
を
審
議
す
る
第
一
回
定
例
村
・

：
議
会
は
、
三
月
十
一
日
か
ら
十
七
日
ま
で
開
か
れ
、
慎
重
な
審
・

：
議
の
う
え
、
可
決
成
立
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
そ
の
予
算
の
あ
ら
・

：
ま
し
を
お
知
ら
ぜ
い
た
し
ま
す
。
一
般
会
計
で
は
、
前
年
対
比
・

：
六
・
一
％
の
増
、
国
保
特
別
会
計
で
は
、
三
・
七
％
減
、
水
道
・

：
事
業
会
計
で
は
、
四
〇
・
二
％
増
と
な
り
、
三
会
計
あ
わ
せ
て
・

：
十
五
億
八
千
一
一
一
百
二
十
六
万
三
千
円
を
計
上
い
た
し
ま
し
た
。
・

予算のあらまし

12億8，748万1千円
6，904万9千円
2，640万円

使用料及び手数料
15，598千円1．2％
財産収入
35，114千円2．7％

繰越金
5，000千円0．4％

交通安全対策特別交付金

1，200千円0．1％

その他
9，892千円0．8％
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付
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村
税

　
村
民
の
皆
様
か
ら
直
接
納
め
て
い
た

だ
く
、
村
民
税
・
固
定
資
産
税
・
軽
自

動
車
税
等
と
、
電
気
税
・
タ
バ
コ
消
費

税
な
ど
の
よ
う
に
間
接
的
に
納
め
て
い

た
だ
く
税
が
あ
り
ま
す
。

　
予
算
額
は
、
、
収
入
可
能
額
を
計
上
し
、

三
億
五
千
七
百
七
十
四
万
八
千
円
を
計

上
い
た
し
ま
し
た
。
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地方交付税

　360，000千円

1　2＆o％

分担金及び負担金
21，732千円L7％

自動車取得税交付金
21，900千円L7％

地方譲与税
28，000千円2．2％

歳入合計
1，287，481千円国、県支出金

248，297千円

　　19．2％

へ
胃、

）
、

る　　　　　　　　　村民税’
　　　　　　　　　135，723千円
　　　固定資産税　　1α5％
、％　　172，496千円

　　　　13．4％

遍35名748千円宴ソ

たばこは
買いまし

村たばこ消費税
21，911千円L7％
電　気　税
17，439千円L4％
軽自動車税
5，176千円0．4％
特別土地保有税
5，002千円0．4％
木材引取税1千円

　
国
、
県
支
出
金

　
こ
れ
は
、
国
や
県
の
基
準
に
も
と
づ

い
て
、
各
種
事
業
を
実
施
す
る
場
合
に

そ
の
費
用
の
一
部
が
交
付
さ
れ
る
も
の

で
す
。
本
年
度
は
、
国
庫
支
出
金
と
し

　
　
　
　
　
　
　
て
、
六
千
三
百
七

6

十
一
万
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千
円
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し
て
、

一
億
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四
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五
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を
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い
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し
ま
し

た
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村
債

　
本
年
度
は
、
道
路
整
備
事
業
に
充
て

る
費
用
と
し
て
三
千
万
円
、
村
民
体
育

館
建
設
事
業
に
充
て
る
費
用
と
し
て
六

千
三
百
万
円
の
借
入
を
予
定
し
て
お
り

ま
す
。
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昭和53年5月1日3）’広報こうなん

昭和53年度

一般会計
国保特別会計
水道事業会計

般
会
計
歳
出

㎜の
経
費
を
計
上
し
、

な
お
一
層
の
教
育

を
は
か
る
経
費
と

コ訓

細慰

幻

｝中
学
校
な
ど
や
、
社
会
教
育
を
進
め
て

い
く
う
え
で
欠
く

菱
黎
暴
　
　
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

保健体育費　207，709千円16．1％
教育総務費　　29，737千円　2．3％

小学校費　25，235千円2．0％
中学校費　17，839千円L4％
幼稚園費　35，783千円2．8％
高等学校費　　　335千円
社会教育費　　6，316千円　0．5％

議会費41，186千円3。2％
商工費　4，087千円0．3％
予備費　2，000千円0。2％
諸支出金　　　1千円

総
務
費

　
こ
の
費
用
は
、
役
場
の
機
構
全
般
に
わ
た
る
、
ふ

だ
ん
必
要
な
経
費
を
は
じ
め
、
税
務
、
戸
籍
、
選
挙

　
　
等
に
必
要
な
経
費
及
び
人
件
費
、
ま
た
区
の
運

　
　
　
　
　
営
費
補
助
金
等
を
計
上
し
て
あ
り
ま
す
。

し
ま
し
た
。
又
、

昨
年
に
続
き
、
村

民
体
育
館
の
建
設
‘

費
を
計
上
い
た
し

ま
し
た
。

教育費
322，954千円

」　25．1％

の
他
訂
％

そ

縦騰
誉
慰二」．．、．＿

　　　　衛生費
　　　　57，643千円4、5％

灘7章円5。％／

歳出合計
1，287，481千円

112，560千円

　8．7％

農林水産業費

306，092千円

　23．8％

　土木費
116，299千円

　　9。0％

　　　　　総務費

　　　　　162，434
　　　　　　　千円

　　　　　　12．6％

消
防
団
諸
経
費
を

は
じ
め
、
消
火
栓

の
設
置
費
、
消
火

栓
用
水
道
管
布
設

工
事
費
及
び
水
防

費
を
計
上
い
た
し

て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
同
和
対
策
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備
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業
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補

助
、
農
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整
備
事
業
費
と
し
て
十
路
線
、

近
代
農
村
建
設
事
業
と
し
て
一
路
線
の

事
業
費
及
び
各
種

　
消
防
費

　
消
防
費
に
つ
い
て
は
、
熊
谷
地
区
消

防
組
合
負
担
金
共
通
経
費
と
、
非
常
備
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農
林
水
産
業
費

　
農
林
水
産
業
費
に
つ
き
ま
し
て
は
、

農
業
基
盤
の
整
備
拡
充
を
は
か
る
た
め

本
年
度
は
、
第
二
次
農
業
構
造
改
善
事

業
費
と
し
て
、
江
南
南
部
土
地
改
良
事

業
費
補
助
及
び
、
ま
ゆ
出
荷
所
の
建
設

　
衛
生
費

　
こ
の
費
用
は
、
村
民
の
皆
様
が
、
健

康
で
明
る
い
生
活
が
で
き
ま
す
よ
う
に

公
衆
衛
生
の
向
上
、
生
活
環
境
な
ど
の

対
策
と
し
て
、
住
民
検
診
お
よ
び
各
種

予
防
接
種
事
業
費
、
献
血
対
策
費
、
母

子
健
康
セ
ン
タ
ー
管
理
運
営
費
、
ま
た

不
燃
物
の
収
集
及
び
、
ご
み
焼
却
施
設

に
伴
う
一
部
事
務
組
合
負
担
金
な
ど
が

計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。
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医
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へ

嚢
稗
捨
駕
構
憾
福
鯨
糠
∞
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補
助
金
、
畜
産
業

費
、
農
業
委
員
会

費
等
を
計
上
し
、

こ
の
額
は
、
予
算

額
全
体
の
約
四
分

の
一
を
占
め
ま
す
。
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国
保
特
別
会
計

　
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
に
つ
い
て
、

国
保
総
予
算
額
の
九
〇
・
三
％
を
占
め

る
保
険
給
付
費
は
、
昨
年
度
の
医
療
費

の
改
定
や
自
然
上
昇
そ
の
ほ
か
老
人
医

療
費
の
無
料
化
な
ど
に
よ
っ
て
、
医
療

費
の
伸
び
が
見
込
ま
れ
ま
す
が
、
保
健

施
設
費
に
お
い
て
保
健
婦
人
件
費
が
本

年
度
よ
り
一
般
会
計
へ
移
行
さ
れ
た
為

に
、
収
支
予
算
額
に
お
い
て
前
年
度
よ

り
○
・
四
％
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

　
財
源
に
つ
き
ま
し
て
は
、
給
付
費
の

増
加
に
と
も
な
っ
て
国
庫
負
担
金
の
増

額
が
見
込
ま
れ
、
前
年
よ
り
五
％
増
を

計
上
し
、
保
険
税
に
つ
い
て
は
前
年
よ

り
三
・
七
％
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

　
助
産
費
が
六
万
円
に
。

　
又
、
本
年
四
月
一
日
か
ら
子
供
さ
ん

が
生
れ
た
と
き
支
給
す
る
助
産
費
は
、

六
万
円
に
増
額
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
年
度
国
保
特
別
会
計
予
算
は
、
円

グ
ラ
フ
の
と
お
り
で
す
。
’

　、
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夢
鳶

⑪
o

その他の収入
811千円O．5％繰越金

9，897千円5．9％水
道
事
業
会
計

　　その他の支出
　　　3，606千円
＼　　　　　2．1％

マ　　保健施設費
　　　　244千円
　　　　　0．1％

高額療養費・
助産費・葬祭費
　10，500千円
　　　6．3％

総務費
12，617千円

＿些ク

　
水
道
事
業
特
別
会
計
は
、
昨
年
ま
で

建
設
し
て
き
ま
し
た
紳
留
環
拡
張
工
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〆
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脇
終
、
　
、
ー
’
方
　

利
用
し
て
住
民
福
祉
の
向
上
と
、
生
活

基
盤
の
も
と
に
な
っ
て
い
る
水
を
適
正

料
金
で
、
合
理
的
に
お
と
ど
け
い
た
し

ま
す
。

　
五
十
三
年
度
の
予
算
概
要
は
次
の
と

お
り
で
す
。

◎
本
年
度
業
務
予
定
数
量

　
給
水
戸
数
　
　
一
、
八
八
○
戸

　
年
問
給
水
量
　
　
一
、
〇
七
八
千
㎡

　
一
日
平
均
給
水
量
　
二
、
九
三
七
㎡

　
　

出
4
円

　
ゆ
千

歳
6
9

療養諸費
142，08284％

一　千円　ノ

◎
収
益
的
収
入

　
水
道
事
業
収
益
八
四
、
四
九
七
千
円

　
営
業
収
益
　
　
八
三
、
九
九
五
千
円

　
営
業
外
収
益
　
　
　
　
五
〇
一
千
円

　
特
別
利
益
　
　
　
　

一
千
円

◎
収
益
的
支
出

　
水
道
事
業
費
一
二
六
、
四
〇
〇
千
円

　
営
業
費
用
八
四
、
八
六
八
千
円

　
営
業
外
費
用
　
四
一
、
四
三
一
千
円

　
特
別
損
失
　
　
　
　
　
　
一
千
円

　
予
備
費
　
　
一
〇
〇
千
円

◎
資
本
的
収
入
　
二
一
、
二
五
〇
千
円

◎
資
本
的
支
出
　
二
二
、
九
五
〇
千
円

　
本
年
度
は
、
一
立
方
m
の
水
を
各
ご

家
庭
ま
で
送
る
の
に
二
二
円
の
費
用

が
必
要
で
す
。
一
滴
の
水
も
貴
重
な
資

源
で
す
。
大
切
に
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

人
事
異
動

　
　
　
四
月
一
日
付
で
、

　
新
年
度
に
な
り
、
次
の
と
お
り
異
動

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
　
◎
教
職
員
異
動

　
江
南
北
小
関
係

校
」
潤
ー
～
浜
島
清
次
1
」
能
熊
合
富
士
見

　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
教
頭
か
ら

教
　
諭
　
　
馬
場
洋
二
　
大
里
吉
見
小

　
　
　
　
　
　
　
　
　
学
校
よ
り

校
　
長
　
　
岡
部
・
進
　
花
園
小
学
校

　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
へ

教　諭

　　藤，

浪
昭
夫
，
，
南
小
学
校
へ

　
江
南
南
小
学
校
関
係

教
　
頭
　
　
小
柴
文
代

教
　
諭

教
　
頭

藤
浪
昭
夫

柿
沼
淑
夫

教
　
諭
　
　
中
島
武
平

　
江
南
中
学
校
関
係

教
頭
　
新
島
三
郎

教
　
諭

〃〃〃
教
　
頭

吉
岡
克
二

島
田
秀
樹

志
賀
幸
子

田
口
和
子

轟
　
忠
良

、
大
里
吉
見
小

教
頭
よ
り

北
小
よ
り

寄
居
桜
沢
小

校
長
へ

大
里
市
田
小

学
校
へ

教
諭
　
佐
久
間
義
雄

深
谷
豊
里
中

教
頭
か
ら

新
採
用

　
〃

　
〃

　
〃

熊
谷
玉
井
中

教
頭
へ

　
大
里
中
へ

教
　
諭
　
　
野
口
静
男
　
吹
上
中
へ

　
　
教
育
委
員
会
関
係

櫨
藝
彗
石
弩

　
　
　
　
　
　
　
　
熊
谷
桜
木
小
か
ら

　
　
◎
役
職
員
交
替

　
各
字
で
お
骨
折
り
い
た
だ
い
て
お
り
、

ま
す
区
長
さ
ん
に
も
、
次
の
と
お
り
交

替
が
あ
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
（
カ
ッ
コ
内
前
任
者
）

小
江
川
　
井
上
勝
義
（
野
沢
　
宗
一
）

板
　
井
　
小
川
寿
貞
（
小
田
川
喜
栄
）

農
業
委
員
選
任

　
選
挙
に
よ
る
委
員
さ
ん
の
氏
名
は
、

「
三
月
号
」
で
掲
載
い
た
し
ま
し
た
が
、

ほ
か
に
、
他
か
ら
の
推
せ
ん
で
村
長
が

選
任
し
た
委
員
は
次
の
と
お
り
で
す
。

村
議
会
推
せ
ん
に
よ
る
学
識
経
験
者

　
茂
木
秋
広
　
長
倉
敬
三
（
敬
称
略
）

熊
谷
地
区
農
業
共
済
組
合
推
せ
ん

　
　
　
　
　
　
水
野
　
八
郎

御
正
農
業
協
同
組
合
推
せ
ん

　
　
　
　
　
　
高
田
　
太
鹿

小
原
農
業
協
同
組
合
推
せ
ん

　
　
　
　
　
　
井
上
大
炊
介

野
鳥
と
の
交
流
を

五
月
十
日
か
ら

『
愛
鳥
週
間
』

）

）

　ノ
L
）
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「
み
な
さ
ん
の
声
を
村
政
に
」
と
い

う
村
長
の
発
案
か
ら
毎
年
対
話
集
会
を

実
施
し
て
き
ま
し
た
が
、
今
年
度
は
、

こ
れ
に
代
り
ま
し
て
、
村
内
の
家
庭
の

主
婦
を
中
心
と
し
四
月
十
日
か
ら
四
月

が
は
じ
め
て
参
、
、

政
権
を
行
使
し
掌

た
四
月
十
日
か
，

ら
婦
人
の
地
位
懸
餐

向
上
の
た
め
の

特
別
活
動
と
し

て
行
わ
れ
た
婦

人
週
間
と
合
せ

て
実
施
し
、
外

を
良
く
知
っ
て
、

も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
た

も
の
で
、
村
内
婦
人
四
二
一
人
が
参
加

い
た
し
ま
し
た
。

　
見
学
の
場
所
は
次
の
と
お
り
で
す
。

一
、
重
要
文
化
財
　
平
山
家
住
宅

六五四三二

灘

ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー

ヂ
ー
ゼ
ル
機
器
㈱
江
南
工
場

幼
稚
園
、
保
育
所

武
蔵
野
ユ
ー
ト
ピ
ア

江
南
村
役
場

　
　
　
　
　
　
七
、
ゼ
リ
ア
新

　
　
　
　
　
　
薬
㈱
江
南
工
場

　
　
　
　
　
　
、
八
、
浄
水
場

　
　
　
体
育
館
、
老
人
圃

　
　
　
福
祉
セ
ン
タ
i
、
一

　
各
場
所
と
も
、

係
員
の
説
明
に

真
剣
に
耳
を
傾

む
け
て
聞
き
入

っ
て
お
り
江
南

村
に
も
こ
ん
な

立
派
な
施
設
が

あ
る
の
か
と
、

　
　
　
　
　
　
　
　
ゴ
ミ
焼
却
場
と

　
　
　
　
　
　
　
　
人
き
な
建
物
が

建
設
さ
れ
て
ま
い
り
ま
す
　
今
回
参
加

で
き
な
か
っ
た
人
は
次
回
に
、
又
は
、

個
人
で
も
見
学
し
て
い
た
だ
き
私
達
の

住
む
江
南
村
を
良
く
知
っ
て
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
で
す
。

II”IIII’甲’・・11”III・・一…’1一’・・IIIII11一1・…’1一’・一臼”．IIl．”甲。・’r『’III・臼確r』””閣1’181・II川IIIII…1’1一’甲・…。lll””岬”レ・”一嘔1』』・・閣’ll匝・・臼・一II』”・り噌，”。。・”Ill”臼一・・Ψ甲一恥・II』・一”r’甲”・・III面1・聖・…’司1’IIII時rIIII－II叩・…。．lll．、・一一。・甲・。・一・、IIll．。．・…剛1・IIII”rr』1．IIIIIlr・・一，”，lll，一，囚一・臼・u，llII，，”…嘲gl…1、III1一’甲レ・．。一一1』』，ひ一レ哩，一・・｝，．，一r』”IIII’18’1III”III”．III’1，’・。・。”ll』”1・｝’1，’…臼，臼lll”rII叩・・IIIIll1、．．”・噌

交
通
事
故
防
止
の
た
め
協
力
を

　
最
近
は
、
交
通
事
故
も
市
街
地
か
ら

農
村
部
へ
移
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
人

身
事
故
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
そ
れ
以

外
の
小
さ
い
接
触
事
故
は
、
毎
日
の
よ

う
に
私
達
の
身
近
で
発
生
し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
事
故
の
原
因
の
一
つ
に
道

路
上
に
の
び
た
木
の
枝
、
植
木
、
桑
等

で
一
時
停
止
を
し
て
も
左
右
の
確
認
が

で
き
な
か
っ
た
り
、
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
が

そ
の
役
目
を
果
さ
ず
見
通
し
が
悪
く
な

っ
て
い
る
所
が
あ
る
こ
と
で
す
。

　
「
明
日
は
我
身
」
の
こ
と
わ
ざ
も
あ

り
ま
す
カ

仲人さんに

感謝状
私
達
の
身
近
か
ら
で
き
る

農業後継者縁組に

　
昨
年
一
年
間
に
、

農
家
へ
お
嫁
さ
ん
を

お
世
話
く
だ
さ
っ
た

仲
人
さ
ん
に
、
さ
る

四
月
十
一
日
功
労
を

た
た
え
る
た
め
感
謝

状
と
褒
賞
金
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。
感
謝
状

な
ど
贈
ら
れ
た
か
た

は
下
記
の
と
お
り
で

す
。
　
（
産
業
課
）

農業後継者媒灼人及び婚姻届出者氏名

　　　　　　　　　　　　（敬称略）

だ
け
事
故
発
生
の
要
因
と
な
る
障
害
物

を
取
り
除
い
て
、
事
故
の
な
い
明
る
い

環
境
作
り
を
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

　
皆
さ
ん
も
う
一
度
、
自
分
の
家
の
ま

わ
り
を
見
て
、
道
路
上
に
出
て
い
る
枝

な
ど
を
切
り
取
っ
て
下
さ
る
よ
う
お
願

い
い
た
し
ま
す
。∂　　　　の

　　o

D
．
亀
ε
軸

劉．雛『
一
籍

や
コ
ぢ
　
ぢ
ロ
の
ロ
お
ロ
ロ
リ
ロ
ほ
リ
リ
リ
　
リ
ロ
リ
ロ
リ
や

旧
，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
圃

㎜
行
楽
期
の
事
件
㎜

㎜
事
故
を
防
ご
う
㎜

鳳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
闇

r
わ
や
書
春
吾
毒
」

罫
鱗
磨
駐
題
…

糟
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
旧

〕〕

一
方
こ
の
時
期
に
な
り
ま
す
蕊

翼
鱗灘鴛紳

糞隷

慧

…
こ
の
§
　
事
蓋

圃
ぐ
た
め
に
、
み
ん
な
で
注
意
い
た
鳳

じ
ま
し
よ
う
・
　
　
　
　
旧

鳳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
胤

癖
一
1
3
0
2
1
3
1
。
璽
一
1
。
聖
響
1
一
曽
o
。
1
。
1
3
0
3
0
＾
磯

媒　　始　　人

住所・氏名
婚姻届出者氏名

媒　　灼　　人

住所・氏名
婚姻届出者氏名

成　沢

福　田　　　清
新　井　政　男

木村ヤス子
熊谷市石原
中　島　啓　介

藤　野　栄　司

和田三枝子
大宮市吉野町
門　井　年　一

長谷川　　均
岸　　美恵子

熊谷市榎町
千　野　圭　一

飯　島　俊　夫

鈴木るみ子
板　井

篠　場　佑　光
寺　山　健　次
国　分　京　子

上新田
柴　田　四　郎

岡　部　　　博
志　田　佳　子

押　切

持　田　宗　昌
松　本　　　博

坂田百合子
熊谷市熊谷
内　島　義　雄

新　井　茂　則

小沼美佐江

熊谷市銀座
佐　川　武　平

関　口　健　次

嶋　崎佳　子
大宮市大成町
三上喜一郎

小　板　文　夫
木　村　陽　江

熊谷市久下
新　井　正　夫

関　口　吉　江
田　中　　　茂

三　本

坂　田　光　久
関　口　和　子
奥　田　省　三

上新田
柴　田　四　郎

福　田　　　初

木村美嶺子
三　本

中　野　司　郎
関　口　秀　晴
並　木　史　江

熊谷市熊谷
内　島　義　雄

大久保徳宣
坂　田　春　江

熊谷市村岡
松　村　喜　夫

木　村　　　進
渋　谷　湊　子

三　本

奥　野　薫　正
関　口　茂　夫
浦　　　洋　子

寄居町寄居
山　田　晴　夫

斉　藤　明　久

小　川　静　江

熊谷市見晴町
根岸英三郎

柴　田　忠　典
中　畝　秀　子

押　切

坂　田　豊　一
坂　田　　　均

吉田恵美子
小江川
野　口　大　助

坂　田　剛　之
市　川　綾　子

押　切

持　田　宗　昌
馬場由美子
笠　原　金　正

樋　春

平山道三郎
新　井　嘉徳

山下とみ子
熊谷市中条
海沢万次郎

高　橋　友　規

花木かよ子
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同

和

問
題
－
シ
リ
ー
ズ

　
　
　
　
　
　
　
　
／
4

口
水
平
社
運
動
と
は

K
　
水
平
社
運
動
と
い
う
の
は
、
ど
う

　
し
て
起
こ
っ
た
の
で
す
か
。

丁
　
水
平
社
運
動
に
ふ
れ
る
前
に
、
米

　
騒
動
の
こ
と
を
と
り
あ
げ
な
け
れ
ば

　
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
米
騒
動
と
い
う
の
は
、
大
正
七
年

　
七
月
、
米
の
ね
だ
ん
が
高
く
な
る
こ

　
と
に
よ
っ
て
、
生
活
が
苦
し
く
な
っ

　
た
人
た
ち
の
怒
り
が
、
騒
動
に
な
っ

　
た
も
の
で
す
。
京
都
、
岡
山
、
広
島
、

　
津
、
名
古
屋
、
ま
た
、
滋
賀
、
奈
良
、

　
和
歌
山
、
富
山
、
香
川
、
山
口
、
福

　
岡
等
の
各
地
で
、
同
和
地
区
の
人
た

　
ち
が
勤
労
者
や
市
民
と
と
も
に
こ
の

　
騒
動
に
参
加
し
た
と
い
わ
れ
て
い
ま

　
す
。

　
　
こ
の
こ
と
で
、
同
和
問
題
は
見
直

　
さ
れ
、
社
会
問
題
と
し
て
考
え
ら
れ

　
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
　
前
に
も
お
話
し
た
「
帝
国
公
道
会
」

　
が
同
情
融
和
大
会
を
開
催
、
大
正
九

　
年
度
の
国
の
予
算
に
地
方
改
善
費
が

　
五
万
円
計
上
さ
れ
た
こ
と
な
ど
が
そ

　
れ
で
す
。

K
　
政
府
は
、
具
体
的
に
ど
ん
な
対
策

　
を
行
な
っ
た
の
で
す
か
。

丁
　
第
一
に
、
全
国
部
落
調
査
を
行
な

　
い
、
大
正
九
年
八
月
に
新
設
さ
れ
た

　
社
会
局
の
諮
問
機
．
関
で
あ
る
社
会
事

　
業
調
査
会
の
答
申
「
部
落
改
善
要
綱
」

　
を
と
り
上
げ
て
、
行
政
方
針
を
確
立

　
翌
十
年
度
に
は
予
算
を
増
額
し
て
施

　
策
の
拡
充
を
は
か
り
ま
し
た
。

　
　
こ
の
こ
と
に
呼
応
し
て
、
全
国
に

　
新
し
い
融
和
団
体
が
相
つ
い
で
結
成

　
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。

　
．
こ
こ
で
、
特
筆
し
な
け
れ
ば
な
ら

　
な
い
の
は
、
差
別
を
な
く
す
方
法
が
、

　
人
間
関
係
の
改
善
に
重
点
を
置
く
融

　
和
主
義
の
方
向
へ
と
変
わ
っ
た
こ
と

　
で
す
。

K
　
水
平
社
運
動
も
、
そ
れ
ら
の
動
き

　
に
は
い
っ
て
く
る
わ
け
で
す
か
。

T
　
い
い
え
、
水
平
社
運
動
は
、
前
に

　
お
話
し
た
融
和
運
動
に
対
抗
し
て
行

　
わ
れ
た
も
の
で
す
。

　
　
大
正
十
一
年
三
月
三
日
、
京
都
の

　
岡
崎
公
会
堂
で
創
立
大
会
が
開
か
れ

　
ま
し
た
。
全
国
水
平
社
は
、
部
落
を

　
改
善
す
る
だ
け
で
な
く
、
完
全
な
解

　
放
を
目
ざ
し
、
協
調
的
な
融
和
主
義

　
で
な
く
、
差
別
を
な
く
す
た
め
に
た

　
た
か
う
自
主
的
な
団
体
と
し
て
発
足

　
し
た
の
で
す
。

）

▽

K
　
そ
う
す
る
と
、
こ
れ
ま
で
の
融
和

　
団
体
と
は
、
だ
い
ぶ
ち
が
っ
て
い
る

　
わ
け
で
す
ね
。

T
　
そ
う
で
す
。
そ
の
こ
と
を
は
っ
き

　
り
お
さ
え
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す

　
ね
。
手
み
じ
か
に
い
う
な
ら
、
改
善

　
か
ら
解
放
へ
と
い
う
こ
と
が
で
き
る

　
で
し
ょ
う
。

　
　
と
く
に
、
こ
の
運
動
が
果
た
し
た

　
役
割
と
し
て
、
同
和
地
区
の
人
た
ち

　
の
基
本
的
人
権
に
関
す
る
自
覚
を
高

　
め
た
こ
と
、
部
落
差
別
の
不
合
理
性

　
に
つ
い
て
の
社
会
的
な
と
ら
え
方
が

　
生
ま
れ
た
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な

　
い
で
し
ょ
う
ね
。

K
　
こ
の
動
き
に
対
し
て
、
政
府
は
、

　
ど
の
よ
う
に
対
処
し
た
の
で
す
か
。

T
　
ま
ず
、
全
国
水
平
社
が
結
成
さ
れ

　
た
翌
年
、
地
方
改
善
費
予
算
と
し
て
、

　
四
九
一
、
O
O
O
円
に
増
額
し
ま
し
た
。

　
前
年
度
の
二
倍
に
あ
た
り
ま
す
。

　
　
第
二
番
目
に
、
十
二
年
八
月
、
内

　
務
大
臣
訓
令
を
出
し
て
、
差
別
的
偏

　
見
を
打
ち
破
る
こ
と
の
必
要
を
力
説

　
す
る
と
と
も
に
、
積
極
的
に
融
和
運

　
動
の
奨
励
、
助
成
に
務
め
ま
し
た
。

K
　
そ
れ
ら
は
、
水
平
社
運
動
に
対
処

　
す
る
動
き
と
し
て
行
わ
れ
た
の
で
す

　
ね
。

T
　
そ
う
で
す
ね
。
さ
ら
に
政
府
は
、

　
昭
和
五
、
六
年
に
起
こ
っ
た
農
業
恐

　
慌
に
対
処
す
る
た
め
、
時
局
国
救
策

　
を
実
施
し
ま
し
た
。
そ
の
さ
い
、
同

和
対
策
の
応
急
施
策
と
し
て
、
貧
し

　
い
地
区
農
民
を
救
済
す
る
事
業
を
行

　
い
ま
し
た
。

　
そ
れ
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
、
そ
れ

　
ま
で
の
観
念
的
な
融
和
運
動
か
ら
、

自
覚
更
生
の
経
済
施
策
に
重
点
を
お

　
く
運
動
へ
と
発
展
し
ま
し
た
。

　
　
さ
ら
に
昭
和
十
年
に
「
融
和
事
業

　
の
総
合
的
進
展
に
関
す
る
要
綱
」
が

　
決
定
さ
れ
、
そ
れ
に
も
と
づ
い
て
、

　
「
融
和
事
業
完
成
十
か
年
計
画
」
が

　
立
案
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
そ
の
内
容
は
、
経
済
更
生
施
策
と

　
教
育
文
化
施
策
を
大
き
な
二
本
の
柱

　
と
し
た
も
の
で
す
。
こ
れ
は
、
従
来
、

　
無
計
画
だ
っ
た
同
和
対
策
に
総
合
、

　
統
一
性
と
計
画
性
と
を
与
え
た
と
い

　
う
意
味
で
、
画
期
的
な
意
義
を
持
つ

　
と
評
価
で
き
ま
す
。

K
　
で
は
、
同
和
対
策
が
一
層
前
進
し

　
た
と
い
う
わ
け
で
す
ね
。

T
　
い
い
え
、
残
念
な
が
ら
、
政
府
は
、

　
計
画
を
全
面
的
に
採
用
す
る
予
算
措

　
置
を
行
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
　
で
す
か
ら
、
せ
っ
か
く
の
計
画
も

　
中
途
半
端
に
お
わ
り
、
や
が
て
大
平

　
洋
戦
争
に
は
い
り
、
同
和
対
策
も
、

　
戦
争
政
策
の
犠
牲
に
さ
れ
て
い
き
ま

　
す
。
い
ろ
い
ろ
な
民
主
運
動
と
と
も

　
に
水
平
社
運
動
も
、
戦
争
目
的
の
た

　
め
、
弾
圧
さ
れ
、
本
来
の
目
的
と
役

　
割
と
を
失
わ
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
す
。

　
　
（
埼
玉
県
教
育
局
同
和
対
策
課
）

　ノ

）

、

　
オ
オ
カ
ミ
と
ヒ
ツ
ジ

　
多
勢
の
犬
に
攻
め
た
て
ら
れ
て
倒
れ

た
オ
オ
カ
ミ
が
弱
り
は
て
、
息
も
た
え

だ
え
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
通
り
か
か
っ
た
ヒ
ツ
ジ
に
助
け
を
も

と
め
、
　
「
水
を
の
ま
し
て
下
さ
い
。
苦

し
い
、
苦
し
い
」
と
た
の
み
ま
し
た
。

　
す
る
と
ヒ
ツ
ジ
は
ジ
ッ
と
考
え
て
い

ま
し
た
が
、
　
「
オ
オ
カ
ミ
さ
ん
、
私
が

水
を
の
ま
し
て
あ
げ
た
ら
つ
い
で
に
私

も
た
べ
て
し
ま
う
で
し
ょ
う
」
と
、
い

そ
い
で
に
げ
て
ゆ
き
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
瞬

　
　
　
　
　
　
　
　
猷

　
　
　
　
　
　
　
　
ぎ
を
は

困
っ
た
と
き
に
、
ど
ん
な
に
あ
わ
れ
み

を
乞
お
う
と
も
、
オ
オ
カ
ミ
の
本
性
を

み
ぬ
く
ヒ
ツ
ジ
は
賢
明
だ
と
云
え
ま
し

よ
う
o

言
う
こ
と
よ
り
も
、
そ
の
平
生
を
よ
く

判
断
し
た
い
も
の
で
す
。
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　o’　転）舌、
1
駆
動

篭

（

r＼

騨

κ難麓

↓
　
江
南
村
に
日
本
赤
十
字
奉
仕
団
が

誕
生
、
三
月
二
十
八
日
結
団
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
日
赤
奉
仕
団
は
、
赤
十
字
精
神
に

基
づ
い
て
、
災
害
時
の
救
援
、
募
金

活
動
、
献
血
等
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
行
い
ま
す
。
　
（
写
真
は
、
団
旗

を
受
取
る
団
長
の
若
林
さ
ん
）

↓　4月3日、樋春七社でめずらし

い「だんご投げ」の行事が行われ

ました。樋春南、北に別れて「だ

んご」の拾い合いです。

↑
　
春
の
交
通
安
全
期
間
中
、
村
内
の
県
道

各
所
で
ス
テ
ッ
カ
ー
、
ふ
う
せ
ん
な
ど
を

配
付
し
、
安
全
運
転
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。↓　3月12日江南北小学校で、約500名が参加

　し、北小開校100年祭が盛大に行われました。

黙
．
．

Ψ｝
日
よ
り
江
南
村
農
業
協
同
組
無

蝉叢
南
村
の
農
叢
都
市
化
の
蒐

W
労
働
力
の
流
朱
肇
後
継
者
の
確
褒

『W
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
V

㎜
意
欲
的
最
り
組
ん
で
い
こ
う
と
す
ゑ

W
農
寡
も
沢
山
あ
り
、
又
、
農
協
は
小
規
V

募
も
の
よ
り
大
規
模
の
も
の
が
丑

蝉
と
さ
れ
て
お
る
と
こ
ろ
で
す
。
　
　
　
蝉

㎜　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
V

　
こ
の
合
併
に
よ
り
、
江
南
村
農
業
の
V

蝉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
V

サ
益
々
発
展
が
期
待
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
サ

ザ
書
勇
き
｝
多
シ
き
，
タ
，
き
き
き
き
し

羅顎≡、し旦小　》vサv講

1嚢1萎灘1盟
雛雛璽獲業1

灘

農
村
婦
人
の
貧
血
検
査
結
果

　
村
で
は
毎
年
一
回
、
農
村
婦
人
を
対

象
に
貧
血
及
び
成
人
病
の
検
査
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。
こ
れ
は
村
の
事
業
の
一

環
乏
し
て
、
農
村
に
お
け
る
重
要
な
役

割
を
も
っ
て
お
り
ま
す
。

　
今
年
も
三
月
十
三
日
、
十
四
日
の
二

日
間
に
わ
た
っ
て
実
施
い
た
し
ま
し
た

と
こ
ろ
一
〇
八
名
が
検
査
を
受
け
ま
し
た
。

☆
検
査
頃
目

　
尿
：
…
…
蛋
白
v
尿
糖
等

　
血
液
…
…
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
、
尿
素

　
貧
血
－
…
血
色
素
量
、
全
血
比
重

☆
検
査
の
結
果

○
蛋
白
の
出
た
方

○
尿
糖
の
出
た
方

○
ウ
ロ
ビ
リ
ノ
ー
ゲ
ン

○
軽
度
貧
血

○
高
度
貧
血

○
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が
高
い

○
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が
低
い

○
尿
素
、
窒
素
（
腎
臓
）

　
こ
ん
な
と
き
は
、
こ
ん
な
食
事
を

　
○
貧
　
血
…
蛋
白
質
と
鉄
分
を
多
く

　
　
　
　
　
と
る
。

　
○
肝
臓
病
…
蛋
白
質
、
ビ
タ
ミ
ン
源

　
　
　
　
　
を
多
く
と
る
。

　
○
糖
尿
病
…
植
物
性
脂
肪
、
低
カ
ロ

　
　
　
　
　
リ
ー
の
も
の
を
多
く
。

　
○
高
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
…
蛋
白
質
、

　
　
　
　
　
ビ
タ
ミ
ン
、
植
物
性
脂

　
　
　
　
　
肪
を
多
く
と
る
。

　
　
　
五
名

　
　
　
四
名

（
肝
臓
）
五
名

　
　
　
四
名

　
　
　
二
名

　
　
　
九
名

　
　
　
五
名

　
　
　
二
名
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お知らせコーナー申
告
を
忘
れ
て
い
る
人
は
、

告
を
し
て
税
金
を
納
め
て
く
だ
さ
い
。

　
☆
少
な
く
申
告
し
た
と
き

　
所
得
や
税
額
の
計
算
を
間
違
え
た
た

め
、
納
め
る
べ
ぎ
税
金
が
少
な
か
っ
た

り
、
還
付
を
受
け
た
税
金
が
多
か
っ
た

と
き
は
、
な
る
べ
く
早
く
正
し
い
金
額

に
訂
正
す
る
た
め
の
「
修
正
申
告
書
」

を
提
出
し
、
そ
の
差
額
の
税
金
を
納
め

て
く
だ
さ
い
。

　
☆
納
め
過
ぎ
た
と
き

　
所
得
や
税
額
の
計
算
を
間
違
え
て
、

税
金
を
納
め
過
ぎ
て
い
た
り
、
還
付
を

受
け
た
税
額
が
少
な
い
こ
と
が
わ
か
っ

た
と
き
は
、
「
来
年
の
三
月
十
五
日
ま
で

の
間
に
、
正
し
い
金
額
に
訂
正
ず
る
た

め
の
「
更
正
の
請
求
」
を
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
☆
用
紙
な
ど
は
税
務
署
に

　
「
確
定
申
告
書
」
　
「
修
正
申
告
書
」

及
び
「
更
正
の
請
求
書
」
の
用
紙
は
、

税
務
署
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

　
な
お
、
詳
し
い
こ
と
は
、
最
寄
り
の

唖
i
【
i
＾
｝
I
i
轟
｝
1
一
璽
｝
l
i
“
｝
1
“
｝
1
肖
暗

圃
確
定
申
告
を
間
違
え
た
り
胤

圃
　
　
　
　
　
　
　
　
糟

圃
忘
れ
た
と
き
は
　
　
　
　
圓

顔
璽
重
璽
璽
〇
一
亟
i
i
i
。
1
和

　
所
得
税
の
確
定
申
告
書
を
提

出
し
た
後
で
、
申
告
し
た
金
額

に
間
違
い
の
あ
る
こ
と
に
気
付

い
た
人
は
、
正
し
い
金
額
に
訂

正
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
う
っ
か
り
し
て
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
早
め
に
申

税
務
署
、

だ
さ
い
。

税
務
相
談
室
に
お
た
ず
ね
く

一5月の納税一

軽自動車税

全期分
〔納期5月31日〕

◆期限内完納を◆

　
　
保
険
料
の
免
除
制
度

　
　
　
　
　
　
　
国
民
年
金

　
国
民
年
金
に
は
、
生
活
が
苦
し
く
て

保
険
料
を
納
め
た
く
て
も
納
め
る
こ
と

が
で
き
な
い
人
の
た
め
に
、
保
険
料
の

免
除
制
度
が
あ
り
ま
す
か
ら
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

　
こ
の
免
除
制
度
に
は
、
法
定
免
除
と

申
請
免
除
の
二
種
類
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
う
ち
、
法
定
免
除
は
、
生
活
扶
助
を

受
け
て
い
る
と
き
な
ど
に
該
当
し
、
一

方
の
申
請
免
除
は
、
所
得
の
少
な
い
人

が
該
当
し
ま
す
。

　
保
険
料
が
納
め
ら
れ
な
い
か
ら
と
ほ

っ
て
お
く
と
、
年
金
は
支
給
さ
れ
ま
せ

ん
。
免
除
の
手
続
き
を
と
っ
て
お
く
こ

と
が
た
い
せ
つ
で
す
。

　
な
お
、
申
請
免
除
に
該
当
す
る
人
は
、

五
月
中
に
手
続
き
を
済
ま
せ
る
と
、
一

年
間
の
免
除
が
認
め
ら
れ
ま
す
か
ら
、

役
場
住
民
課
に
お
早
め
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

）

）

農
地
の
標
準
小
作
料
改
正

　
農
地
の
標
準
小
作
料
に
つ
い
て
は
、

昭
和
四
十
五
年
度
か
ら
制
度
化
さ
れ
、

過
去
三
回
改
正
さ
れ
ま
し
た
が
、
昭
和

五
十
三
年
度
が
そ
の
改
定
の
年
度
に
な

っ
て
居
り
ま
し
た
。

　
農
業
委
員
会
で
は
、
小
作
料
協
議
会

を
組
織
し
て
意
見
を
聞
き
、
県
と
協
議

を
行
い
表
に
示
す
よ
う
な
標
準
小
作
料

を
決
定
し
、
四
月
一
日
よ
り
実
施
い
た

し
ま
し
た
。

　
な
お
、
統
制
小
作
料
で
、
賃
貸
借
を

結
ん
で
い
る
方
は
い
ま
ま
で
と
同
じ
金

額
で
す
の
で
御
注
意
下
さ
い
。

　　　地区
　
　
　
目
分

田

旧 新

上 13，000円 14，000円

中 12，000円 13，000円

下 11，000円 12，000円

　　　地区
　
　
　
目
分 旧 新

上 10，000円 11，000円

中 9，000円 10，000円

下 8，000円 9，000円

　
農
地
法
関
係
申
請
書
の
締
切
が
変
更

に
な
り
ま
す
。

　
従
来
、
農
業
委
員
会
へ
の
許
可
、
届

出
関
係
の
書
類
の
受
付
締
切
は
毎
月
二

十
日
で
し
た
が
、
県
の
事
務
処
理
の
方

法
が
四
月
一
日
よ
り
改
め
ら
れ
た
の
で
、

本

会
と
し
て
も
、
そ
れ
に
合
わ
せ
る
た

め
締
切
り
を
左
記
の
と
お
り
変
更
い
た

し
ま
す
。

　
締
切
日
　
毎
月
十
五
日

今
年
も
五
月
一
日
か
ら
一
ケ
月
間
赤
十

字
運
動
月
間
と
し
て
、
日
赤
募
金
運
動

が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
皆
さ
ん
ご
存
知
と
思
い
ま
す
が
、
日

本
赤
＋
字
社
で
金

は
、
災
害
時
に
募

お
け
る
救
護
活

　
　
　
　
　
　
赤

動
を
は
じ
め
、

献
血
の
推
進
、
　
日

　
み
ん
な
が
明
る
い
生
活
が
お
く
れ
る

よ
う
に
、
お
た
が
い
た
す
け
あ
っ
て
、

あ
す
を
よ
り
豊
か
に
、
実
り
あ
る
も
の

に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

5月1日から

青
少
年
赤
十
字
の
指
導
育
成
、
明
る
く

住
み
よ
い
地
域
づ
く
り
の
た
め
の
奉
仕

団
活
動
、
及
び
病
院
の
制
備
拡
充
等
の

事
業
を
行
い
ま
す
。

心
配
ご
と
相
談
案
内

毎
月
第
四
火
曜
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
常
生
活

　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
の
困
り
ご

齢
．

●
、
一
・

　
、

、
『

・
亀
、
呂
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と
や
、
心
配

ご
と
で
お
悩

み
の
か
た
は

毎
月
第
四
火

曜
日
に
、
御

相
談
に
応
じ

て
お
り
ま
す

の
璽
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
七
月
・
十
月
二
月
・
四
月

の
相
談
日
に
は
、
村
が
契
約
し
て
い
る

弁
護
士
も
相
談
に
応
じ
て
お
り
ま
す
。

◎
今
後
の
相
談
日
は
次
の
と
お
り
で
す
。
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く
区
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中
独
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単
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い
に
ま
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り
ま

赤
十
字
七
原
則
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す
カ
　
よ
ろ
し

く
御
協
力
く
だ
さ
る
よ
う
御
願
い
い
た

し
ま
す
。

　
☆
あ
な
た
の
善
意
を

　
　
　
　
　
　
　
赤
十
字
へ
☆

　
五
月
二
十
三
日

　
六
月
二
十
七
日

七
月
二
＋
五
日

◎
相
談
時
間
　
午
前
九
時
三
十
分
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
正
午
ま
で

◎
場
所
　
母
子
健
康
セ
ン
タ
ー

移
動
図
書
館

　
　
　
御
利
用
く
だ
さ
い

　
次
の
と
お
り
移
動
図
書
館
「
さ
き
た

ま
号
」
が
巡
回
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ど
な
た
で
も
無
料
で
借
り
ら
れ
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
ご
利
用
下
さ
い
。

江
南
村
役
場

御
正
農
協

　
五
月
二
十
五
日

　
一
時
三
十
分
か
ら

　
二
時
三
十
分
ま
で

　
同
　
日

三
時
か
ら
四
時
ま
で




